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研究課題 収益費用アプローチと資産負債アプローチの研究 

研究キーワード 収益、費用、資産、負債 
当年度計画に対す

る達成度 

2.順調に研究が進展しており、期待どおり

の成果が達成できた 

関連する 

SDGs項目 

9.産業と技術革新の基

盤をつくろう   
該当なし 該当なし 該当なし 

１．研究成果の概要 

 当初計画していた収益認識基準の研究については、有償支給取引について収益費用アプローチと資産負債ア

プローチの双方から検討を加え、会計理論学会第 37 回大会における研究部会中間報告にまとめ上げた。 

 また、危機管理システム研究学会における第 22 回年次大会において「ポストコロナ時代のパラダイムシフ

トとリスクマネジメント」という統一論題のもと、統一論題パネリストとして「有価証券報告書から見るコロ

ナ禍への各企業の対応」というテーマで報告を行った。 

 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

 

 

 

【著書・論文（査読なし）】 

会計理論学会第 37 回全国大会「収益認識についての総合的研究」中間報告うち「有償支給取引」（約 6,000 字） 

 

【学会発表等】 

会計理論学会第 37 回全国大会「収益認識についての総合的研究」中間報告うち「有償支給取引」（約 6,000 字） 

危機管理システム研究学会第 22 回年次大会「有価証券報告書から見るコロナ禍への各企業の対応」（約 7,000

字） 

 

３．主な経費 

専門書籍およびソフトウェア 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

特になし。 

 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 

 


